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　平成24年第１回定例会（３月議会）は、３月
５日から28日までの会期で開催されました。
　本定例会は、平成24年度一般会計予算に対する
附帯決議を可決しました（詳細は下記のとおり）。
　また、泉南市の自治基本条例、子どもの権利
に関する条例、商工業振興基本条例などの議案
が提出され、活発な議論が交わされました。詳
しくは、掲載記事をご覧ください。

平成24年度大阪府泉南市
　　　一般会計予算に関する附帯決議

　学校プール一般開放事業の予算執行については、
プールを利用する児童の心理的なケアや、保護者の理
解を得るとともに、議会に対しても十分な説明を行
い、事故の再発防止のための安全面が確保されるまで
見合わせること。

附帯決議とは…

　議会または委員会で審議される議案につい
て、付随的に付けられる意見または要望のこ
とをいいます。
　可否だけでは議会としての意見が十分に表
明し尽くせない場合、当該議案等を議決する
ときに、あわせて附帯決議を議決して、事実
上議会の意思を表明するものであり、法的な
拘束力はありません。



　「代表質問」は市長の市政運営方針に対し、市議会の各
会派が質問するもので、年に１度行われます。平成24年
第１回定例会では、全ての会派が代表質問を行いました。
　また、「一般質問」は市政全般に対し質問するもので、
毎定例会において各議員１人あたり１時間の質問をするこ
とができます。今定例会では、10名の議員が一般質問を
行いました。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

日本共産党 松本　雪美

代表質問事項
 橋下「維新の会」が府議会に提案した教育
基本条例は、知事が学校教育の目標を定め、
目標に達しない時は教育委員を罷免、教師も処罰する。Ｈ
24年度から学区制の廃止、3年間定員割れした府立高校を
廃校にと明記している。
　「政治が教育に介入することはならない」とした教育基本
法10条に違反。子ども達の基本的人権をも無視する憲法11
条違反、市長は「賛否は言う場ではないが問題はある。高
校は地域の活性化に必要」と答える。

公　明　党 中尾　広城

代表質問事項
1、「人権と教育について」の中で、子ども権
　 利条例とプール事故に関連して3点にわた 
　 り質問をする。
2、「泉南市子ども読書活動推進計画」の概要並びに進捗状況を聞
　 くとともに改めて各学校への「専任司書」配置を強く要請する。
3、「産業と活力について」の中では「商工業振興基本条例」と「産
　 業振興センター」のかかわり、あり方について問い、今後の「ま
　 ごころしょうたの会」の事業展開手法システム化について議
　 論を交わす。
4、最後に「政治倫理」の重要性を言及する。

大八洲の会 梶本　茂躾

代表質問事項

1、平成24年度の市政運営の考え方
2、平成23年度の市政運営方針の検証
3、小、中学校の学力向上策
4、（仮称）府立泉北泉南地域支援学校
5、年金の範囲内で入れる安心できる介護施設
6、商工業振興基本条例について農林水産業は
7、観光協会設立後、泉南市行政の支援について
8、まちづくりと環境について　①JR和泉砂川駅を結節点 
　 とする交通ネットワークの構築及び環境づくり　②まち
　 づくりにおける協働体制の構築

拓進クラブ 真砂　　満

代表質問事項

 「元気な街へ　明日の泉南市のために。」
繋げることを意識した代表質問を行う。具体
には、子育てがしやすい泉南市をめざすために、幼保一元
化施設の設置、学力・体力・道徳・規範等を高める対策、
他市に誇れるスポーツ少年団加入や指導者の数に対する
バックアップ等について、向井市長と論じた。他にも、高
齢者との協働、観光立市による新たな財源確保や賑わいづ
くり等について、お互いの考えを率直に議論した。

心政クラブ 南　　良徳

代表質問事項

1、関空の活性化と本市の振興策は
2、子ども権利条例と中学校給食は
3、観光振興ビジョンを策定すべき
4、防災体制の見直しを早急に
5、樽井駅エレベーター設置に向け、基本構想策定と今後の
　  スケジュールについて
6、火葬場計画と阪南市との協議の進捗について
7、エコシティを目指すため、基本計画を策定し、節電、コ 
　  ストカットを図るため防犯灯、街路灯のLED導入を進め
 　 るべきである。

市政研究会
つの   や         ひで   お

角谷　英男

代表質問事項
1、教育について　①校舎建替問題　②泉南市 
　 の教育について　③プール事故関連　④生
　 涯学習について
2、福祉について　①重度障害者への対応、重度加算補助金廃
　 止について　
3、産業と活力問題　①内陸部が衰退　②商店街の活性化　③
　 空き店舗対策　
4、安全と安心について　①災害時要援護支援について　
5、まちづくりについて　①樽井駅バリアフリー問題　②砂川
　 樫井線について　③りんくうタウン公園地問題
6、火葬場問題について　①土地問題、阪南市との協議

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

今年の市長の方針とは・・・

代 表 質 問
平成24年第１回定例会

一 般 質 問

なか   お　　　ひろ　き まつもと　　  せつ   み

ま  さご　　　　  みつる かじ もと　　  しげ  み

みなみ　　　　 よし のり



一般質問は次ページへ続きます

一般質問事項
　先人の例で「主君のわがまま」で財政破綻
する故事を冒頭に紹介した。
1、国家公務員給与引き下げを、どのように捉えていくの
か？この際、独自の給与制度を策定しては？と投げかけ
たが、当面は独自カットを継続して様子をみる模様。私
は市民の納得性と職員のモチベーションの兼ね合いが肝
要と主張した。

2、昨年全会一致で請願採決以降の療育センターの充実
3、災害がれきの受け入れについて質問したが、答弁は期待
外れであった。

小山　広明
こ  やま        ひろあき

無所属（虹と緑）

一般質問事項

〇小山＝プール事故は業者や担当職員の責任
に留まらず、全体の問題とし、市の憲法と
して命を大事にする市政を進めるべき。
〇蔵野教育長＝あってはいけない事だ。全員が深く反省し
ている。業者、行政任せで来た状況もあったが、今後は
安全を第一に、いろんな方々からご意見を聞き、見守り
頂ける形をつくっていく。それが彼に応える施策である。
〇小山＝直接の責任よりも行政、議会、そして市民が関心
　を持ち続ける事が大事である。

井原正太郎
 い  はらしょうた  ろう

公明党

一般質問事項

1、生活保護の最新保護実態と、市独自の就
労支援対策における成果について。

2、プール事故調査報告書をうけて学校プール事業の今後につ
いてと、プール一般開放にむけての対応ついて。また、砂
川小学校への心のケア―及び対応について言及した。

3、現火葬場の今後について。広域化での事業計画と進捗状
況について。泉南市・阪南市共立火葬場建設に関する確
認書と基本協定書の法的拘束力は、どのうようになるの
か？

一般質問事項

1、2012年度より障害者の重度加算補助金
2,800万円を削減したことは重度障害者の暮らしと自立
を一層困難にするものであり、補助金を復活させよ。

2、介護保険料を値上げさせたことは、今ださえ保険あって
介護なしと言われているように要介護、要支援を必要と
する高齢者にとって支援を受けにくくさせるものであ
る。とりすぎた保険料は加入者に返還して値下げすべき
である。

3、「同和更生貸付基金」職員肩代わりについて市長は謝罪を。

一般質問事項

 プール事故調査委員会は、教育委員会も業
者も「危険性の認識が欠如しており、安全性
確保について誰も責任をとらない体制」、民間委託は「安
全性を無視し、最初に予算ありきの決め方」と厳しく批
判。
 しかし、新年度予算はＡＥＤの学校プール設置費用も計上
されていない。安全性より効率性を優先する民間委託を続
け、委託料も昨年と同額である。これでは安全性は確保さ
れない。

一般質問事項

自治体経営について　

①行政コスト削減を長の基本方針として明確

に位置付けてはいかが？　②職員の意識改革の徹底―市役

所は非営利独占的サービス企業であるという意識を持たな

ければならないのではないか　③「前例主義」を排除して

、ゼロからのスタートによる再検証―全事業について―し

てはいかが？　資産、債務改革の方向性と具体な施策の策

定について。公会計の整備推進について。

原　　憂子
はら ゆう   こ

公明党

一般質問事項
1、防災対策において避難所運営（ＨＵＧ）の
実施。学校の防災機能の強化。防災会議に
女性登用を要望。

2、自転車通学にヘルメット着用と走行環境整備の今後について。
3、高齢者対策において、認知症サポーターの今後の活動と孤
独死対策における緊急連絡先調査の状況について。

4、コミュニティーバスの増車後の現状と、通学利用の現状に
ついて。

5、小中学校における子宮頸がんワクチン講習実施と3ワクチ
ンの恒久化を要望。

成田　政彦
なり  た　　　まさひこ

日本共産党

一般質問事項

1、教育行政について

 ①教育改革プランの達成状況と今後のあり  

　　方について

　②モデル校として開校した鳴滝小学校の現状について

　③泉南中学校の下足室設置と給食問題について

2、資源の再利用として古布の分別回収について

3、地域活性化について、ソーシャルビジネスやコミュニ

ティビジネスの現状と行政の支援策

森　  裕 文
もり　　　　ひろ　ふみ

無所属（泉南フォレスト）

木下　豊和
きのした        とよかず

拓進クラブ

大森　和夫
おおもり　　  かず  お

日本共産党

河 部  　優
かわ    べ            まさる

拓進クラブ



北出　寧啓
きた  で　　　やす ひろ

大八洲の会

一般質問事項
　市場経済で解体されていくかつての共同体
や拡大する貧富の差で、地域の連帯は困難に
なっている。今、協働で取り組めるとしたらlife（命、生
活、人生）の問題、そこに繋がる食とエネルギー問題であ
る。①地震と津波の脅威が予想される若狭湾の脱原発化を
どのように促進していくのか、②その不足分を二酸化炭素
の発生の少ない天然ガス等の化石燃料と再生エネルギーで
どう補っていくのかが、関電並びに関西の地域住民に問わ
れている。

堀口　武視
ほり ぐち　　 たけ  し

心政クラブ

一般質問事項

1、関空とりんくうタウンの活性化を！
   市税収の30％を占める関空とりんくうの
活性化は、本市の重要施策で泉佐野市に劣らない街づく
りを市自らプランニングをして提案していくべき！

2、里山の保全と農山林の振興について
　  策定中の五次総合計画に振興策を盛り込むべき
3、観光協会の設立について
　  今年4月に設立される観光協会に財源の確保を
4、同和更生資金について

現
場
視 察現

場
視 察 ～モデル校鳴滝小学校～

　平成24年 3月29日にモデル校として統合された
鳴滝小学校の視察を行いました。

スマホからもアクセスが可能に
～議会インターネット中継をリニューアル～
スマホからもアクセスが可能に

～議会インターネット中継をリニューアル～
　泉南市議会では、平成24年第1回定例会（3月議会）からユーストリーム（生中
継）とユーチューブ（録画）による議会中継の配信への切り替えを行いました。
　これによりスマートフォン、タブレット型パソコンなどモバイル環境からもアク
セスできるようになりました。
　本市議会は、これからも議会改革を積極的に進め、市民の皆さまによりいっそう
市議会の情報公開を進めていきます。
　皆さまからのアクセスをお待ちしています。

（ホームページへのアクセス方法）泉南市議会ウェブサイト→泉南市議会→議会インターネット中継

▲モデル校として統合された鳴滝小学校

▼意見交換を行いました

▲エレベーターが設置されました
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員
会
質
疑

　
　本
条
例
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
を

示
せ
。

　

　
　商
工
会
、
商
工
団
体
、
商
店
街
連
合

会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
学
識
経
験

者
、
公
募
し
た
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

検
討
委
員
会
を
４
回
開
催
し
、
素
案
を
作

成
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
得
て
、
本

条
例
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
泉
南
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

　社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、公

民
館
運
営
協
議
会
委
員
の
基
準
に
つ
い

て
の
条
例
で
す
。

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
予
想

さ
れ
る
が
、
予
算
の
増
額
は
？

　
　公
民
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
場
所
で
あ
り
、
図
書
館
は
、
幼
児
か

問

■
泉
南
市
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

　図
書
館
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、図
書

館
協
議
会
委
員
の
基
準
に
つ
い
て
の
条

例
で
す
。

※
質
疑
応
答
は
議
案
第
6
号
と
同
じ
で

　す
。

議
案
第
3
号
閉
会
中
の
継
続
審
査

議
案
第
5
号
原
案
可
決

議
案
第
6
号
原
案
可
決

議
案
第
7
号
原
案
可
決

議
案
第
4
号
閉
会
中
の
継
続
審
査

質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

「
泉
南
市
の
憲
法
」

「
泉
南
市
の
憲
法
」

「
泉
南
市
の
憲
法
」

「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
」

「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
」

「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
」

活
力
の
あ
る
魅
力
的
な
商
工
業
振
興

活
力
の
あ
る
魅
力
的
な
商
工
業
振
興

活
力
の
あ
る
魅
力
的
な
商
工
業
振
興

図
書
館
協
議
会
委
員
の

　
　
　
　
　基
準
の
位
置
づ
け

図
書
館
協
議
会
委
員
の

　
　
　
　
　基
準
の
位
置
づ
け

図
書
館
協
議
会
委
員
の

　
　
　
　
　基
準
の
位
置
づ
け

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の

　
　
　
　
　基
準
の
位
置
づ
け

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の

　
　
　
　
　基
準
の
位
置
づ
け

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の

　
　
　
　
　基
準
の
位
置
づ
け

ら
高
齢
者
ま
で
本
に
親
し
む
場
で
あ
る

た
め
、
で
き
る
範
囲
で
の
努
力
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　



■
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　　

 

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、市

営
住
宅
の
入
居
基
準
に
お
け
る
同
居
親

族
要
件
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
市
の
同
要
件
を
規
定
す
る
た
め
の
条

例
改
正
で
す
。

　
　
　単
身
者
で
も
入
居
を
可
能
と
す

る
法
律
の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
多
数
の

政
策
空
家
（
建
て
替
え
計
画
に
よ
り
入

居
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
）
に
つ
い
て

は
、
環
境
面
か
ら
も
み
て
も
好
ま
し
く

な
い
た
め
入
居
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
意
見
を
付
し
て
賛
成

す
る
。

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ

る
こ
と
に
至
っ
た
経
過
は
？

　　
　平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
公

営
住
宅
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市

営
住
宅
の
入
居
基
準
で
あ
っ
た
同
居

親
族
要
件
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
営
住
宅
の

中
で
、
面
積
的
に
単
身
者
の
入
居
に

適
し
て
い
る
市
営
前
畑
団
地
２
号

棟
、
３
号
棟
、
A
棟
、
B
棟
に
つ
い

■
泉
南
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　市
民
に
わ
か
り
や
す
い
組
織
づ
く
り

を
推
進
、ま
た
、産
業
政
策
を
一
元
化
し

て
観
光
政
策
の
重
点
化
を
図
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
条
例
改
正
を
行
う
こ
と

て
、
単
身
者
の
入
居
が
可
能
と
な
る

よ
う
条
例
、
施
行
規
則
を
改
正
し
ま

す
。　

　今
回
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
、複
数

世
帯
構
成
の
入
居
者
の
中
で
、高
齢
に

よ
る
死
亡
や
、離
婚
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
単
身
世
帯
と
な
っ
て
い

る
単
身
者
へ
の
対
応
は
？

　
　入
居
時
は
複
数
世
帯
で
あ
っ
た

が
、
現
在
、
単
身
者
と
な
っ
て
い
る
世

帯
は
、
全
体
の
48
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
強
制
的

に
か
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
現
段
階

問答

答 答

賛
成

■
平
成
23
年
度
泉
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
4
号
）

　
　
　
　

　
　

　教
育
費
に
お
け
る
安
全
対
策
予
算

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
丘
小
学
校
転
落
防
止
）

1
2
9
0
万
円

（
新
家
小
学
校
、砂
川
小
学
校

　
　
　
　
　
　   

耐
震
補
強
工
事
）

２
億
1
6
5
2
万
円

（
泉
南
中
学
校
非
常
階
段
改
修

　
　
　
　
　
　   

消
防
設
備
改
修
）

4
1
3
2
万
円

問答

答

問

問

問

答

問 に
よ
る
効
果
は
？

　

　
　現
在
、
農
林
水
産
課
で
は
、
漁
協

に
関
す
る
観
光
業
務
が
非
常
に
多
い
た

め
、
商
工
労
働
課
と
農
林
水
産
課
を
ひ
と

つ
に
し
産
業
振
興
課
と
し
て
、
観
光
を
中

心
に
全
体
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　今
回
の
機
構
改
革
に
関
す
る
条

例
を
提
案
す
る
ま
で
の
経
緯
は
？

　　
　各
部
か
ら
担
当
を
選
出
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
各
部
課
の

問
題
点
を
洗
い
出
し
た
中
で
業
務
の
意
見

集
約
を
行
い
、
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
　
　平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
財

産
売
却
で
１
億
５
千
万
円
以
上
の
歳
入

が
あ
っ
た
の
に
、
市
は
、
ほ
ぼ
同
額
の

黒
字
を
見
込
み
全
額
借
金
返
済
に
投

入
。
「
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

は
使
っ
て
い
な
い
」
と
反
対
す
る
。

▼
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会 

　（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　耐
震
化
の
進
捗
率
は
？

　　
　小
中
学
校
全
体
の
耐
震
化
率

は
、
平
成
23
年
度
末
で
66
・
3
％
と

な
る
見
込
み
で
す
。
中
学
校
で
は
、

今
年
度
で
1
0
0
％
、小
学
校
で
は
、

体
育
館
が
80
％
、
校
舎
35
・
9
％
で

す
。
平
成
26
年
度
に
は
1
0
0
％
達

成
と
な
る
よ
う
に
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
　火
葬
場
施
設
管
理
運
営
事
業
に

つ
い
て
、設
計
委
託
料
の
減
額
理
由

は
？　

　現
在
、
広
域
（
阪
南
市
）
の
関

係
に
よ
り
規
模
等
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
今
年
度
予
定
し
て
い

た
ボ
ー
リ
ン
グ
を
次
年
度
以
降
、
規

模
を
決
定
し
た
後
、
新
た
に
行
う
た

め
減
額
し
ま
し
た
。

議
案
第
17
号
原
案
可
決

議
案
第
8
号
原
案
可
決

議
案
第
10
号
原
案
可
決

市
営
住
宅
へ
の
入
居
基
準
を
変
更

市
営
住
宅
へ
の
入
居
基
準
を
変
更

市
営
住
宅
へ
の
入
居
基
準
を
変
更

観
光
施
策
を
重
点
化

観
光
施
策
を
重
点
化

観
光
施
策
を
重
点
化

補
正
額
　
５
億
1
2
9
5
万
円

補
正
額
　
５
億
1
2
9
5
万
円

補
正
額
　
５
億
1
2
9
5
万
円

反
対

で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。



反
対

反
対

反
対

反
対

■
平
成
24
年
度
泉
南
市
一
般
会
計
予
算

　
◎
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放
事
業
の
予
算

執
行
に
係
る
附
帯
決
議
を
可
決
し
ま

し
た
。※
内
容
は
表
紙
の
と
お
り
。

　平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
と
す
る
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
３

月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
の
内
の
４
日
間

に
わ
た
り
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
お
も
な
新
規
施
策
・
事
業
は
下
記

　の
と
お
り
で
す
。
（
金
額
は
千
円

　未
満
切
り
捨
て
）

■
平
成
24
年
度
泉
南
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

　
　
　保
険
料
が
2
1
6
円
値
上
げ
さ

れ
月
額
4
9
9
8
円
（
基
準
額
）
に
な

る
一
方
、
65
歳
以
上
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
率
は
わ
ず
か
5
・
6
％
、
特
養

の
待
機
者
は
87
人
に
も
。
保
険
あ
っ
て

介
護
な
し
に
反
対
す
る
。

■
平
成
24
年
度
泉
南
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　平
均
保
険
料
は
今
の
年
額
7
万

9
6
7
8
円
か
ら
8
万
5
1
7
1
円
に

と
5
4
9
3
円
（
6
・
89
％
ア
ッ
プ
）

の
値
上
げ
で
す
。

　保
険
料
は
際
限
な
く
上
が
り
、
無
収

入
で
も
75
歳
以
上
に
課
せ
ら
れ
る
。
高

齢
者
に
重
い
負
担
。

■
泉
南
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
の
条
例
改
正
で
す
。

　
　
　年
金
生
活
者
に
対
し
、
年
間

平
均
3
7
0
0
円
の
値
上
げ
は
大
き

な
負
担
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
施
設

の
充
実
を
あ
わ
せ
て
進
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
反
対
す
る
。

■
泉
南
市
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
泉
南
市
営
、
氏
の
松
第
一
団
地
住

宅
、
氏
の
松
第
二
住
宅
、
高
岸
団
地
住

宅
、
砂
原
第
一
団
地
住
宅
、
砂
原
第
二

住
宅
の
用
途
廃
止
、
除
却
が
す
べ
て
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
営
住
宅
の
名

称
、
住
所
、
戸
数
に
関
す
る
内
容
を
整

備
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　
　
　条
例
は
簡
素
化
し
て
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
べ
き
で
あ

▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　基
準
額
に
つ
い
て
、
4
7
8
2
円

か
ら
4
9
9
8
円
に
変
更
す
る
根
拠

は
？　　

　保
険
料
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
の
３
年
間
の
総
費
用
を
算
出

し
、
そ
の
額
を
月
数
で
割
り
基
準
額
を

計
算
し
ま
す
。
今
回
の
基
準
額
の
変
更

は
、
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
が

毎
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

介
護
報
酬
の
改
定
も
あ
り
、
全
体
的
に

約
1
・
2
％
増
に
な
る
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　プ
ー
ル
の
安
全
対
策
費
や

老
朽
校
舎
の
建
て
替
え
予
算
も
な

い
。
介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
障
害
者

関
連
の
予
算
額
が
2
8
0
0
万
円

も
削
減
さ
れ
、
こ
れ
で
は
、
市
民

生
活
は
守
ら
れ
な
い
。

　ま
た
、
住
居
表
示
の
再
開
、
不

燃
物
置
き
場
の
汚
染
土
壌
の
除

去
、
固
定
資
産
税
家
屋
経
年
異
動

調
査
の
業
者
委
託
、
同
和
更
生
資

金
貸
付
基
金
の
回
収
に
つ
い
て
の

不
適
切
な
事
務
、
維
持
管
理
に
係

る
予
算
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
反

対
す
る
。

賛
成

問

問

答

答 る
。
ま
た
、
住
所
に
つ
い
て
は
従
前

の
代
表
番
号
の
表
示
に
戻
す
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
意
見
を
付
し
て
賛
成

す
る
。

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会
質
疑

　
　市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
現
在
の
空

き
家
の
戸
数
を
示
せ
。

　　
　本
年
３
月
１
日
現
在
、
市
営
住
宅

全
体
で
75
戸
の
空
き
家
が
あ
り
ま
す
。

議
案
第
20
号
原
案
可
決

議
案
第
12
号
原
案
可
決

議
案
第
13
号
原
案
可
決

議
案
第
35
号

議
案
第
36
号

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
変
更

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
変
更

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
変
更

（
総
額

　2
0
6
億
1
8
5
0
万
円
）

（
総
額

　2
0
6
億
1
8
5
0
万
円
）

（
総
額

　2
0
6
億
1
8
5
0
万
円
）

◎
お
も
な
新
規
施
策
・
事
業

・
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
診
断

　
　
　
　
　
　

   

（
6
4
6
万
円
）

・
津
波
避
難
計
画
策
定
及
び
津
波

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
製

　
　
　
　
　
　

   

（
2
5
6
万
円
）

・
市
民
体
育
館
耐
震
診
断

　
　
　
　
　
　

   

（
8
9
5
万
円
）

・
公
民
館
耐
震
診
断

　（
新
家
、
信
達
、
西
信
達
）

　
　
　
　
　
　

   

（
6
7
9
万
円
）

・
樽
井
駅
周
辺
地
区
交
通
バ
リ
ア

　フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定

　
　
　
　
　
　

   

（
4
2
0
万
円
）

・
市
営
宮
本
住
宅
２
号
棟
・
３
号

　棟
建
て
替
え
（
基
本
設
計
）

　
　
　
　
　
　

   

（
4
5
0
万
円
）



　い
つ
も
と
違
う
、
寒
く

な
っ
た
り
、
す
ご
く
風
が
吹

い
た
り
、
こ
の
先
ど
う
な
る

の
か
。
外
へ
の
目
を
内
に
し

て
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
ん
だ
、
と
い
う
生
き
物
で

あ
る
事
を
改
め
て
思
う
。

　行
政
が
市
民
の
も
の
で
あ

り
、
そ
の
役
割
を
担
う
議

会
。　そ

の
要
と
し
て
の
当
委
員

会
が
市
民
に
ど
う
思
わ
れ
て

い
る
の
か
気
に
な
る
。

　ご
意
見
を
真
に
待
っ
て
い

ま
す
。 編

集
後
記

委
員
長
／
小
山
広
明

副
委
員
長
／
原

　憂
子

委

　
　員
／
梶
本
茂
躾

　
　
　
　
　真
砂

　満

　
　
　
　
　大
森
和
夫

　
　
　
　
　角
谷
英
男

　
　
　
　
　南

　良
徳

例月現金出納検査結果報告

例月現金出納検査結果報告

例月現金出納検査結果報告

報告済
報告済
報告済

泉南監報告第20号
泉南監報告第21号
泉南監報告第１号

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

附帯決議・動議一覧附帯決議・動議一覧附帯決議・動議一覧

公共工事における建設技能労働者の適切な賃金、労働条件の確保を求める意見書について

「社会保障と税の一体改革」の中止を求める意見書について

砂川小学校プール児童事故の調査に関する決議について

都市再生機構賃貸住宅（旧公団住宅）を公共住宅として継続し、居住者の居住の安定を
求める意見書について

原 案 可 決

原 案 否 決

原 案 可 決

原 案 否 決和気、大森、成田、松本

原、中尾、森、井原、南、堀口
河部、和気、梶本、木下、真砂、大森、小山、谷、角谷、成田、松本、北出

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、小山、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口
賛成
反対

4
14

12
6

議員提出議案第2号

議員提出議案第3号

議員提出議案第4号

議員提出議案第1号
賛成
反対

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口
和気、大森、小山、成田、松本5

13
賛成
反対

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

意見書・決議の賛否一覧意見書・決議の賛否一覧意見書・決議の賛否一覧

その他の議案賛否一覧その他の議案賛否一覧その他の議案賛否一覧

全　　会　　一　　致

専決処分の承認を求めるについて（特別職の職員の給与に関する臨時措置条例の制定につ
いて） 

泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について（湊　聡美 氏）
市道路線の認定について
泉南市自治基本条例の制定について
泉南市子どもの権利に関する条例の制定について
泉南市商工業振興基本条例の制定について 
泉南市立公民館条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について
市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市墓地、埋葬等に関する条例の制定について
泉南市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市市営住宅設置条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市危険物規制事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第4号）

平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）
平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

平成24年度大阪府泉南市一般会計予算

平成24年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市狐池財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市信達市場（久堀池）財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市馬場財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市男里財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市海営宮池財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市信達市場財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市新家高野・野口（大掛）財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市幡代財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市信達岡中財産区会計予算
平成24年度大阪府泉南市信達岡中新池財産区会計予算

専決処分の承認を求めるについて（泉南市教育委員会の教育長の給与等に関する臨時措置
条例の制定について）

原 案 承 認

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 承 認

原 案 同 意
原 案 可 決

閉会中の継続審査
閉会中の継続審査

小山、成田、松本
河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口15

3
報告第1号

報告第2号

議案第1号
議案第2号
議案第3号
議案第4号
議案第5号
議案第6号
議案第7号
議案第8号
議案第9号
議案第10号
議案第11号

議案第12号

議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号

議案第17号

議案第18号
議案第19号

議案第20号

議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

賛成
反対

和気、大森、小山、成田、松本、北出
河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、南、堀口12

6
賛成
反対

小山

河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、井原、谷、角谷、成田、松本、北出、南、堀口17

1

賛成

反対

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
　
　
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決
原 案 可 決

原 案 可 決

和気、大森、小山、成田、松本
河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口13

5
賛成
反対

平成24年度大阪府泉南市下水道事業特別会計予算

平成24年度大阪府泉南市汚水処理施設管理特別会計予算

平成24年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計予算

小山 北出、堀口

北出、堀口

北出、堀口

北出、堀口

河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、井原、谷、角谷、成田、松本、南15
1

賛成
2退席反対

平成24年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計予算
和気、大森、小山、成田、松本
河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、南11

5
賛成
反対

平成24年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計予算

平成24年度大阪府泉南市公共用地取得事業特別会計予算
和気、大森、小山、成田、松本
河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、南11

5
賛成
反対

平成24年度泉南市水道事業会計予算
小山
河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、井原、谷、角谷、成田、松本、南15

1
賛成
反対

全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致

和気、大森、小山、成田、松本
河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口13

5
賛成
反対

全　　会　　一　　致
全　　会　　一　　致

議案第20号、平成24年度大阪府泉南市一般会計予算に関する附帯決議について

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会の調査に関する動議について

原 案 可 決

原 案 可 決議員提出議案第6号

議員提出議案第5号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

2退席

2退席

2退席




